
 
 

 
 
 

 

 

 

 

このたび、那覇市担当の行政相談委員(注 1)  古波
こ は

鮫
ざ め

 勝美
か つ み

さん(80 歳)が、永年にわたる

行政相談委員活動の顕著な功績が認められ、令和 5年秋の叙勲（瑞宝双光章）を受章するこ

とになりました。 

＜古波
こ は

鮫
ざ め

 勝美
か つ み

 委員＞ 

・総務大臣から行政相談委員に委嘱･･･････････ （平成 16 年 5 月） 

・沖縄行政評価事務所長表彰受彰･････････････ （平成 25 年 5 月） 

・総務大臣表彰受彰･････････････････････････ （平成 27年 10 月） 

・内閣総理大臣感謝状受彰･･･････････････････  (令和 4 年 6 月） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）1 行政相談委員は、総務大臣が委嘱した民間の有識者で、全国に約 5,000人、沖縄県内に 73人 

（令和 5年 10月 1日現在）が配置されており、無報酬のボランティアとして、国民の皆様か 

ら、国の行政活動全般に関する苦情や相談を受け付け、相談者への助言や関係行政機関に対す 

る改善の申し入れなどを行っています。 
 

2 沖縄行政相談委員協議会は、行政相談業務の進展に寄与することを目的に、県内の行政相 

談委員により構成された団体で、昭和 48年 6月に設立されました。 

  

那覇市担当の行政相談委員 古波鮫勝美さんが令和 5年秋の叙勲を受章！ 

＜主な功績＞ 

〇 古波鮫委員は、平成 16 年 5 月に総務大臣から行政相談委員に委嘱されて以来、現在

まで約 20 年間、那覇市役所（本庁舎）等で毎月行政相談所を開設するほか、日々、地

域住民からの相談に親身に耳を傾け、関係機関へつなぐなどの地道な相談活動により、

様々な困りごとの解決に貢献 

（※同委員が取り扱った主な相談事例については、裏面を参照。） 
 

〇 平成 26年 5月から令和 4年 5月までの 8年間、沖縄行政相談委員協議会（注 2）の那覇

地区支部長として、同地区の委員活動において主導的役割を果たしたほか、平成 29 年

5月から令和 4年 5 月までの間は、同協議会会長を務めるなど、県内の行政相談委員の

リーダーとして行政相談委員活動の活性化や行政相談（委員）制度の普及・発展に貢献 

 

＜参考＞ 

「総務省行政相談センター」（きくみみ沖縄）

とは、行政相談窓口の愛称です。 

令和 5 年 11 月 3 日 

沖縄行政評価事務所 

 

照会先：沖縄行政評価事務所行政相談課   

行政相談課長  内里 

委員係     神里 

電 話：098-866-0148 



ガードレールと地面との隙間に新設 
されたポール 

＜古波鮫委員が取り扱った主な相談事例＞ 

1 「川沿いに設置されたガードレールの下方の隙間が大きく、小さい子どもが川に落ちる

おそれがあるので、改善してほしい」 
 

久茂地川沿い（泉崎橋付近）に、ガードレールが設置されているが、ガードレールの下

方と地面との隙間が広すぎるため、通りがかりの小さな児童が川を覗き込んだ場合、隙間

から川に転落するおそれがあるので、改善してほしいとの相談が寄せられた。 

古波鮫委員は、現地を確認の上、管理者である沖縄県南部土木事務所に改善方を連絡し

たところ、同事務所において、早速、ガードレールの下方の隙間の中間を横に貫くポール

を新設する等の転落防止措置が講じられた 

 

（改善前）                （改善後） 

 

 

 

 

 

 

 

2 「私は、単身で生活している高齢者だが、将来の生活が不安なので、何か良い解決方法 

を教えてほしい」 
   

  近所に住む高齢者から、「現在、単身で生活しているが、高齢でもあり、財産の管理な

ど、今後、生活をどのように維持すればよいか不安だ。夫とは既に死別し子どももいない。

甥、姪はいるが、最近まで疎遠にしていたので、自分の生活の世話は頼みづらい。」との

相談が寄せられた。 

古波鮫委員は、相続や成年後見等、関連する制度を説明した上で、「他人よりも、法定相

続人や入院時の保証人となってもらえる可能性の高い甥や姪に世話を頼んだ方が良い。」

など、懇切丁寧に相談者に助言した。 

後日、相談者の姪から委員に電話があり、「行政相談委員さんのおかげで、現在、叔母と

仲良く暮らしている、叔母も落ち着いて生活できており、叔母と私をつないでくれてあり

がとうございます。」とのお礼の電話があり、相談者の不安が解消された。 
 
 
 

 


